
ゲ
ー
テ
・
シ
ラ
ー
往
復
書
簡
集
の
文
体
論
的
特
性

（
三
）

新
　
　
井

皓
　
　
士

（1）　ゲーテ・シラー往復讐簡集の文体論的特性（三）

　
　
　
（
1
）

主
題
の
継
続

　
前
稿
に
お
い
て
我
々
は
一
七
九
四
年
か
ら
一
七
九
七
年
の
テ
キ

ス
ト
・
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
以
下
の
諸
点
を
確
認
し
た
。

　
（
i
）
　
文
章
長
は
ほ
ぽ
対
数
正
規
分
布
に
従
う
。

　
（
i
）
　
文
章
長
の
分
析
は
、
作
者
判
別
に
は
必
ず
し
も
有
効
で

は
な
い
。
ま
た
、
そ
の
効
果
は
分
析
の
方
法
に
よ
っ
て
か
な
り
異

な
る
。
た
と
え
ば
、
ゲ
ー
テ
と
シ
ラ
ー
の
文
章
長
頻
度
分
布
に
つ

い
て
一
様
性
仮
説
を
た
て
、
カ
イ
ニ
乗
検
定
を
行
っ
て
も
、
帰
無

仮
説
は
棄
却
さ
れ
な
い
。
一
方
、
両
者
の
文
章
長
平
均
に
つ
い
て

の
、
t
検
定
や
分
散
分
析
は
有
意
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
対
象
が

あ
る
程
度
似
通
っ
た
分
布
を
示
す
と
、
頻
度
分
布
に
よ
る
カ
イ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

乗
一
様
性
検
定
の
検
出
力
は
効
力
を
失
い
、
む
し
ろ
平
均
値
に
関

す
る
t
検
定
や
分
散
分
析
の
方
が
有
効
に
機
能
す
る
。
後
者
の
場

合
、
そ
の
分
析
過
程
を
通
じ
て
観
測
さ
れ
る
同
一
作
者
に
お
け
る

文
章
長
の
ゆ
れ
か
ら
、
そ
の
精
神
環
境
や
人
生
局
面
の
反
映
を
み

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
（
一
m
）
　
不
変
化
詞
の
判
別
分
析
へ
の
応
用
可
能
性
。
出
現
頻
度

の
高
い
不
変
化
詞
二
十
の
う
ち
、
ゲ
⊥
ア
、
シ
ラ
ー
そ
れ
ぞ
れ
に

特
徴
的
な
四
語
（
き
胃
彗
g
昌
彗
…
α
）
を
選
び
、
一
七
九

四
年
か
ら
九
六
年
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
線
形
判
別
式
を
作
成
し
判

別
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
内
部
デ
ー
タ
（
二
四
標
本
群
）

に
つ
い
て
は
判
別
は
完
壁
だ
っ
た
が
、
外
部
デ
ー
タ
（
九
七
年
）

に
つ
い
て
は
十
三
標
本
中
二
個
の
誤
判
別
が
生
じ
た
。

　
（
■
w
）
　
同
じ
く
不
変
化
詞
二
十
を
用
い
て
主
成
分
分
析
を
試
み

た
と
こ
ろ
、
九
四
年
壬
九
七
年
の
ゲ
ー
テ
、
シ
ラ
ー
そ
れ
ぞ
れ
四
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一橋論叢　第123巻　第3号　平成12年（2000年）3月号　（2〕

個
の
年
次
別
標
本
群
、
九
六
年
、
九
七
年
の
年
度
内
分
割
小
標
本

群
の
い
ず
れ
に
関
し
て
も
、
第
一
、
第
二
主
成
分
得
点
に
よ
る
布

置
図
に
お
い
て
ゲ
ー
テ
標
本
群
と
シ
ラ
ー
標
本
群
の
問
に
線
引
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

　
今
回
は
上
の
デ
ー
タ
に
更
に
一
七
九
八
年
度
の
デ
ー
タ
を
加
え
、

五
年
問
を
通
し
て
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
五
年
問
は
直
線

距
離
に
し
て
約
二
十
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
ワ
イ
マ
ー
ル
と
イ
ェ
■
ナ

に
居
住
す
る
ゲ
ー
テ
と
シ
ラ
ー
が
、
平
均
す
る
と
ほ
と
ん
ど
週
一

往
復
の
ぺ
－
ス
で
書
簡
を
交
わ
し
、
あ
る
い
は
互
い
の
芸
術
観
を

吐
露
し
、
あ
る
い
は
作
品
推
敲
上
の
意
見
を
交
換
し
、
あ
る
い
は

友
人
知
己
の
消
息
、
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
後
の
変
動
極
ま
り
な
い
欧

州
情
勢
の
こ
と
、
そ
の
他
四
方
山
の
情
報
を
伝
え
合
っ
た
時
代
で

あ
る
。
視
点
を
書
簡
と
両
者
の
間
柄
だ
け
に
し
ぼ
れ
ば
、
二
人
が

接
近
す
る
直
接
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
シ
ラ
ー
主
宰
の
月
刊
誌

『
ホ
ー
レ
ン
』
は
、
九
五
年
一
月
よ
り
始
ま
っ
て
九
八
年
六
月
に

遅
れ
馳
せ
の
前
年
分
最
終
号
が
刊
行
さ
れ
て
終
結
、
ゲ
ー
テ
が
管

轄
す
る
ワ
イ
マ
ー
ル
劇
場
は
九
八
年
夏
に
大
改
修
さ
れ
て
シ
ラ
ー

の
『
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
ィ
ン
』
初
演
を
こ
け
ら
落
と
し
と
す
る
。

そ
し
て
シ
ラ
ー
は
翌
九
九
年
十
二
月
三
日
に
遂
に
イ
ェ
ー
ナ
を
去

っ
て
ワ
イ
マ
ー
ル
に
移
住
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
五
年
間

は
大
学
町
と
公
国
首
府
の
問
を
使
い
に
托
さ
れ
た
両
者
の
手
紙
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

行
き
来
す
る
文
字
通
り
往
復
書
簡
の
時
代
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

題
や
恩
想
の
共
通
性
、
資
質
や
境
遇
の
対
照
性
な
ど
が
、
こ
の
往

復
書
簡
の
文
体
に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
手

法
を
通
じ
て
文
体
統
計
論
的
分
析
が
可
能
か
、
一
テ
キ
ス
ト
を
あ
え

て
数
量
デ
ー
タ
化
し
、
多
変
量
解
析
な
ど
を
応
用
し
て
文
体
の
差

異
を
効
果
的
に
明
示
す
る
こ
と
が
ど
の
程
度
可
能
か
、
そ
れ
が
こ

の
実
験
的
・
探
索
的
研
究
の
目
的
で
あ
り
、
さ
し
あ
た
り
対
象
を

五
年
間
で
区
切
っ
て
中
仕
切
り
と
す
る
所
以
で
あ
る
。

二
　
時
系
列
で
み
る
文
章
長
分
布

　
こ
こ
で
い
う
文
の
長
さ
の
測
定
原
理
や
語
の
定
義
、
そ
し
て
底

本
の
こ
と
な
ど
は
前
稿
で
も
述
べ
た
の
で
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
に

す
る
。
表
一
は
、
一
七
九
四
年
よ
り
一
七
九
八
年
に
わ
た
る
ゲ
ー

テ
・
シ
ラ
ー
の
往
復
書
簡
を
各
年
度
毎
に
更
に
小
分
割
し
、
機
械

的
に
番
号
を
ふ
っ
て
、
文
章
の
長
さ
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均

等
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
最
後
の
一
行
（
ト
i
タ

ル
）
は
元
の
デ
ー
タ
す
べ
て
を
合
併
し
た
統
合
標
本
の
平
均
や
標

準
偏
差
を
示
し
て
お
り
、
分
割
標
本
の
平
均
を
平
均
し
た
も
の
で
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（3） ゲーテ・ シラー往復書簡集の文体論的特性（三）

ゲーテ
G1794
095－1

G95－2

G95－3

G95－4

G96－1
G9拮一2

G96－3

G96－4

G9ト5
G96－6
G9一一1

G9一一2

C9フー3

G9ト4
G9ト5
091－6

C9ト7
G98－1

C98－2

G96－3

G98－4

C98－5
G9目一6

G98一一

to也1

文数
157

150
149

150

113

　98
　回フ

　66
134

102

　84
101

131

114

147

173
142

120
180
163

124

130

137

14

20一

表1

平均（対教煽準偏差
2919
2586
2．699

2745

2－99
2910
2013
3146
2024
2．038

3202
3128
3042
3．043

3265
3083
2．99固

3030
3026
3．155

3009
3001

2．832

2820
2．91丁

3233　　　　2053

0672
0．631

0683
0631
0684
0．665

0652

0フ44
0－59
0656
0．575

0606
0024
0651
0051
0565
0．一34

0610
0．649

0626
0603
0．636

0621
0533
0．551

0659

文章長データ

ンラー
S1794

S05－1

S95－2

S95－3

S95－4

S95－5

S95－6

S96－1

S96－2

S96－3

S96－4

S96－5

S96－6
S9丁一1

S97－2

S9ト3
S91－4
S9一一5

S9ト6
S9固一1

S98－2

Sga－3

S98－4

S98－5

S98－O

Sga－7

to㎏1

文数
305
150
151

149

151

149

　09
123

138
312
91

142

136
121

1フ2

219
121

129

200
166

144
110

112

90

123

306

408一

平均（対勧頓準偏差
3068
2．日85

2．753

2．丁45

2636
2．685

2033
2600
2．650

3100
2．871

2TO0
2969
2．832

2928
3．038

3014
2．906

2916
3．043

3018
2．920

2869
2903
2836
2．日02

2．085

0539
0．634

0．582

0607

06”
O．619

0597
0664
0033

0田η
O．613

0田56
0055
0．665

0．669

0．658

0662
0022

0－01
0652

0－64
0．698

0．フ11

0653

0了42
0．135

0．6フ3

図1

文章長平均の時系列変化

3．5

3
■；1．ガ■

＾曇25 一’　■，　与

哀　2
）琢15 一　i

序　1
05

■1■

o
］’i

一　〇　〇ト　o　1　o　o卜　o　F　o岨
F　　1　　，　　1　　，　　～　o’　“

一七九四年一〉一七九八年

表2 文章長の分散分析
　　1－94－179咀ゲーテ書簡文（25榎本群〕

変聰要困平方和自由度不信分撒分触比
群間　85889　四　3胴　8246
群内　13111日53207　0434
全体　　1403．0〃　3232

　1194－1－98シラー書働文セ6棲本潮
変聰妥因平方和自由度不信分倣分撒比
群間　9川2　25　3棚　日Oη
1幸内　　1－58215　　4060　　　0453

全体　184908－　40冊

‡η94－179日ゲーテ・シラー書晒文合併｛51榛本騨〕
　　変聰嚢因　平方和　自由度　不信分触　分散比
　　　群間　185－19　50　3川　　”80
　　　済内　　　3015，400　　　フ269　　　皿423

　　　全体　3261119　フ319
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（5）　ゲーテ・シラー往復杳簡集の文体論的特性（三）

は
な
い
。
こ
れ
は
分
割
標
本
と
全
体
の
比
較
お
よ
び
後
に
述
べ
る

分
散
分
析
の
為
に
必
要
で
も
あ
っ
た
。
表
一
の
下
に
あ
る
折
れ
線

グ
ラ
フ
は
、
上
表
に
あ
る
平
均
値
を
時
系
列
的
に
図
示
し
た
も
の

で
あ
り
、
系
列
一
が
ゲ
ー
テ
、
系
列
二
が
シ
ラ
ー
で
あ
る
。
た
だ

し
、
両
者
の
デ
i
タ
は
時
期
的
に
必
ず
し
も
同
一
と
は
限
ら
な
い

の
で
、
本
来
は
別
々
の
グ
ラ
フ
に
す
べ
き
で
あ
る
が
、
ス
ペ
ー
ス

の
節
約
も
あ
っ
て
同
一
画
面
に
表
示
し
て
み
た
。
と
は
い
え
、
九

七
年
の
後
半
あ
た
り
か
ら
二
つ
の
線
が
ほ
と
ん
ど
重
な
っ
て
お
り
、

ま
た
ゲ
ー
テ
の
方
が
概
ね
高
い
位
置
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
も
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。
図
二
・
一
は
同
じ
く
合
併
し
た
ゲ
ー
テ
の
統
合

標
本
に
よ
る
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
と
記
述
統
計
量
で
あ
り
、
図
二
・
二

は
シ
ラ
ー
の
そ
れ
で
あ
る
。
中
央
値
が
共
に
九
五
％
信
頼
区
問
か

ら
わ
ず
か
に
外
れ
て
い
る
こ
と
は
、
は
ず
れ
値
、
す
な
わ
ち
極
度

ビ
長
い
文
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
箱
ひ
げ
図
で
は
そ

れ
が
一
層
鮮
明
に
示
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
し
た
。

　
ニ
ュ
ー
ス
記
事
な
ど
の
文
章
長
に
は
あ
ま
り
変
動
が
な
く
平
均

が
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
る
こ
と
は
前
稿
で
も
ふ
れ
た
が
、
書
簡
文
で

は
期
間
を
長
く
と
る
に
つ
れ
、
平
均
に
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
だ
。

表
二
に
そ
の
一
部
を
示
し
た
分
散
分
析
に
そ
れ
が
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。
下
段
の
ゲ
ー
テ
・
シ
ラ
ー
合
併
標
本
群
の
分
散
比
（
F
値
）

が
大
き
い
の
は
当
然
と
し
て
も
、
ゲ
ー
テ
、
シ
ラ
ー
の
い
ず
れ
も

五
年
間
を
と
お
し
て
み
る
と
、
平
均
に
か
な
り
変
化
が
あ
り
、
分

散
比
は
意
外
に
大
き
く
、
文
章
長
の
平
均
は
等
し
い
と
す
る
仮
説

は
棄
却
さ
れ
る
。
同
一
年
度
内
の
デ
ー
タ
を
分
割
し
た
標
本
群
を

用
い
た
分
散
分
析
で
も
棄
却
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
分
散
比
は

こ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
考
え
て
み
れ
ば
書
簡

で
は
一
定
の
テ
ー
マ
意
外
に
随
時
様
々
な
話
題
や
用
件
が
挿
入
さ

れ
る
か
ら
、
文
章
の
長
さ
に
そ
れ
が
如
実
に
反
映
し
て
も
お
か
し

く
な
い
の
だ
が
、
特
に
ゲ
ー
テ
の
場
合
、
口
述
筆
記
が
主
で
あ
る

ゆ
え
、
お
の
ず
と
文
の
長
さ
も
安
定
す
る
、
と
予
断
を
抱
い
て
い

た
よ
う
に
思
う
。
ど
の
時
期
に
と
く
に
変
化
が
あ
る
か
、
分
割
標

本
す
べ
て
に
つ
い
て
多
重
比
較
を
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

表
一
や
グ
ラ
フ
か
ら
も
あ
る
程
度
明
ら
か
で
あ
り
、
今
回
は
断
念

し
た
。
な
お
、
ゲ
ー
テ
、
シ
ラ
ー
と
も
年
次
毎
に
ま
と
め
て
五
つ

の
標
本
群
を
作
り
、
分
散
分
析
を
行
う
と
、
分
散
比
は
更
に
大
き

く
な
り
、
特
に
ゲ
ー
テ
の
場
合
に
そ
れ
が
著
し
い
。

　
ニ
ュ
i
ス
文
の
み
な
ら
ず
、
ゲ
ー
テ
の
短
編
物
語
『
ノ
ヴ
ェ

レ
』
の
よ
う
に
、
分
散
分
析
を
お
こ
な
っ
て
も
平
均
値
が
等
し
い

と
す
る
仮
説
が
棄
却
さ
れ
な
い
散
文
作
品
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す

る
と
、
様
式
的
意
識
が
平
均
化
の
方
向
に
働
く
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ

7，
1

4
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一橋論叢 第123巻第3号 平成12年（2000年）3月号　（1O）

う
な
の
で
、
今
後
な
お
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
七
九
七
年
後

半
に
限
っ
て
み
る
と
、
ゲ
ー
テ
に
関
し
て
八
月
頃
の
文
章
が
目
立

ウ
て
長
く
、
そ
の
た
め
半
年
分
の
五
標
本
で
分
散
分
析
を
行
う
と

F
検
定
で
棄
却
と
な
る
が
、
同
時
期
の
シ
ラ
ー
で
は
棄
却
と
は
な

ら
な
い
こ
と
、
こ
れ
が
恐
ら
く
未
だ
内
縁
の
妻
ク
リ
ス
テ
ィ
ァ

（
6
）

ー
ネ
と
息
子
ア
ウ
グ
ス
ト
を
初
め
て
伴
っ
て
故
郷
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
に
旅
し
母
と
四
年
ぶ
り
の
（
そ
し
て
最
後
の
）
会
見
を
す
る
ゲ

ー
テ
の
心
境
を
あ
る
程
度
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
憶
測
を
述
べ
た
が
、
同
じ
デ
ー
タ
を
使
っ
て
今
回
は
時
系
列
的

表
示
を
試
み
て
み
た
。

　
図
三
・
一
が
一
七
九
七
年
後
半
に
お
け
る
ゲ
ー
テ
書
簡
文
の
長

さ
（
対
数
）
を
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
で
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
、
図
四
．

一
は
同
時
期
の
シ
ラ
ー
書
簡
文
を
同
様
に
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
、

両
者
を
く
ら
べ
る
と
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
ゲ
ー
テ
の
方
が
正
規

分
布
に
近
い
す
っ
き
り
し
た
形
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
図
三
．
二

は
個
々
の
文
章
長
を
書
か
れ
た
順
に
時
系
列
で
表
示
し
た
も
の
で

あ
り
、
図
三
・
三
は
同
じ
デ
ー
タ
の
二
十
項
移
動
平
均
を
と
っ
て

グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
あ
、
る
。
シ
ラ
i
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
図

四
・
二
が
元
の
デ
ー
タ
、
四
・
三
が
二
十
項
移
動
平
均
で
あ
る
。

移
動
平
均
の
折
れ
線
の
動
き
だ
け
み
る
と
、
一
見
シ
ラ
ー
の
方
が

変
動
が
激
し
い
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
目
盛
り
の
幅
が
少
し
違
う

の
で
、
実
際
は
ゲ
ー
テ
方
の
、
横
軸
目
盛
り
二
百
番
前
後
が
高
い

山
の
塊
を
な
し
て
い
る
。
ま
た
帯
状
を
な
す
元
の
デ
ー
タ
の
グ
ラ

フ
で
は
、
一
番
濃
い
部
分
が
シ
ラ
ー
方
で
は
ほ
ぽ
安
定
推
移
し
て

い
る
の
に
対
し
、
ゲ
⊥
ア
方
で
は
上
下
に
波
打
つ
感
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
視
覚
的
印
象
は
分
散
分
析
の
結
果
と
も
照
応
す
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
九
四
年
か
ら
九
八
年
ま
で
平
均
値
の
全
デ
ー
タ
を

同
様
に
表
示
し
て
み
る
こ
と
も
念
頭
に
う
か
ん
だ
が
、
項
目
数
が

多
す
ぎ
て
簡
単
に
は
い
か
な
い
の
で
今
回
は
あ
え
て
試
み
な
か

つ
j
一

　
ナ

三
　
不
変
化
詞
デ
ー
タ
に
基
づ
く
主
成
分
分
析
の
応
用

　
表
三
は
、
文
章
長
の
場
合
と
同
じ
く
五
年
分
の
分
割
標
本
（
ゲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
〕

－
テ
ニ
五
標
本
、
シ
ラ
⊥
一
六
標
本
）
に
基
づ
く
不
変
化
詞
二
十

語
の
頻
度
分
布
表
で
あ
り
、
頻
度
は
千
語
当
り
の
出
現
頻
度
（
千

分
率
）
に
換
算
し
て
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
比
較
の
た
め
年
次
毎

に
集
計
し
た
頻
度
分
布
表
も
用
意
し
た
。
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、

主
成
分
得
点
に
よ
る
布
置
図
を
描
い
て
、
各
標
本
お
よ
び
変
数
の

位
置
関
係
を
視
覚
的
に
と
ら
え
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
手
順
は
、

ま
ず
不
変
化
詞
二
十
を
多
変
量
と
み
な
し
て
、
相
関
係
数
行
列

422



（
標
本
デ
ー
タ
を
標
準
化
し
た
Z
ス
コ
ア
の
共
分
散
行
列
）
を
作

成
し
、
そ
の
固
有
値
（
ヨ
①
q
彗
毒
；
鶉
）
と
固
有
ヴ
ェ
ク
ト
ル

（
里
σ
q
①
…
①
9
0
易
）
を
算
出
す
る
。
次
に
、
Z
ス
コ
ア
行
列
と
固

有
ヴ
ェ
ク
ト
ル
と
の
積
を
順
次
求
め
、
こ
れ
を
各
標
本
の
主
成
分

得
点
と
す
る
。
そ
の
結
果
得
ら
れ
た
布
置
図
が
、
図
五
（
ゲ
ー
テ
、

シ
ラ
ー
そ
れ
ぞ
れ
五
個
の
年
次
デ
ー
タ
標
本
に
よ
る
布
置
図
）
、

お
よ
び
図
六
（
ゲ
ー
テ
ニ
五
、
シ
ラ
⊥
ニ
ハ
の
分
割
デ
ー
タ
標
本

に
よ
る
布
置
図
）
で
あ
る
。
年
次
標
本
の
布
置
図
で
は
、
ゲ
ー
テ

（
正
）
と
シ
ラ
ー
（
負
）
が
裁
然
と
わ
か
れ
て
グ
ル
i
プ
を
な
す

の
に
対
し
、
五
一
個
の
分
割
標
本
の
布
置
図
で
は
、
両
者
の
領
域

（11）　ゲーテ・シラー往復書簡集の文体論的特性（三〕
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一橋論叢　第123巻　第3号　平成12年（2000年）3月号　（12）

が
か
な
り
接
近
し
て
お
り
、
G
九
五
二
一
と
S
九
七
・
五
な
ど
は

ほ
と
ん
ど
並
び
合
っ
て
い
る
か
ら
、
通
常
の
分
析
な
ら
一
グ
ル
ー

プ
を
な
す
と
み
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
両
者
の
間
に

線
引
き
を
す
れ
ぱ
、
左
側
（
負
の
領
域
）
に
ゲ
ー
テ
の
分
割
標
本

群
、
右
側
（
正
の
領
域
）
に
シ
ラ
ー
の
分
割
標
本
群
が
あ
る
。
こ

れ
は
第
一
、
第
二
主
成
分
に
よ
る
布
置
図
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対

応
す
る
固
有
値
の
累
積
寄
与
率
は
三
〇
％
程
度
で
あ
う
て
、
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
弁
別
可
能
な
結
果
を
得
ら
れ
た

こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
主
成
分
の
解
釈
は
む
ず
か
し
い
が
、

あ
え
て
言
え
ば
不
変
化
詞
の
使
い
方
に
ゲ
ー
テ
と
シ
ラ
ー
の
文
体

気
質
が
徴
妙
に
あ
ら
わ
れ
る
と
言
え
よ
う
か
。
た
と
え
ば
、
「
し

か
し
」
の
意
味
合
い
で
、
シ
ラ
ー
は
豊
害
を
多
用
し
、
ゲ
ー
テ

は
o
o
争
に
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
託
す
、
と
い
う
よ
う
に
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
そ
も
そ
も
不
変
化
詞
を
分
析
手
段
に
用
い
る
の
は
、

形
態
論
上
の
簡
明
さ
ば
か
り
で
な
く
、
無
意
識
に
使
用
し
が
ち
な

語
と
い
う
前
提
が
あ
る
ゆ
え
、
そ
の
現
れ
方
も
ま
た
常
に
明
快
と

は
い
え
な
い
。
図
六
に
は
個
々
の
標
本
を
表
示
で
き
な
い
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
）

表
四
と
し
て
、
主
成
分
得
点
表
を
掲
げ
た
。

　
図
七
と
図
八
は
、
変
数
の
相
関
行
列
と
固
有
ヴ
ェ
ク
ト
ル
の
積

か
ら
得
ら
れ
た
各
変
数
の
得
点
を
図
示
し
た
も
の
で
、
図
七
は
年

次
標
本
、
図
八
は
分
割
標
本
に
基
づ
い
て
い
る
。
各
変
数
名
を
図

中
に
す
べ
て
挿
入
す
る
の
は
難
し
い
の
で
、
図
八
に
つ
い
て
各
変

数
の
得
点
を
表
五
と
し
て
付
加
し
た
。
図
七
と
図
八
は
一
見
す
る

と
全
く
異
な
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
実
際
は
一
八
O
度
回
転
す
る

と
か
な
り
似
通
っ
た
配
置
に
な
る
。
変
数
3
と
ω
o
す
昌
の
位
置

だ
け
が
両
図
で
多
少
異
な
る
程
度
で
あ
り
、
図
八
で
い
え
ば
、
ゲ

ー
テ
の
使
用
頻
度
の
高
い
語
が
横
軸
の
負
の
方
（
左
側
）
に
、
シ

ラ
ー
の
使
用
頻
度
の
高
い
語
が
正
の
領
域
に
（
右
側
）
集
ま
っ
て

い
る
。
シ
ラ
ー
方
の
最
右
翼
は
き
雪
、
ゲ
ー
テ
方
の
目
取
左
翼
に

は
目
仁
コ
と
昌
彗
が
近
接
し
て
い
る
。

四
　
判
別
分
析

　
主
成
分
分
析
布
置
図
（
図
六
）
で
は
、
分
割
標
本
G
九
酉
・
二

と
S
九
七
・
五
が
近
接
し
、
他
に
も
G
九
六
・
一
や
S
九
七
・
一
、

S
九
八
・
五
、
S
九
八
・
六
、
S
九
八
・
七
の
よ
う
に
、
G
S
境

界
線
付
近
に
あ
っ
て
、
仮
に
外
部
的
判
断
基
準
が
な
い
と
す
れ
ば

一
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
と
し
て
も
お
・
か
し
く
な
い
も
の
が
み
ら

れ
る
。
作
者
不
明
文
献
の
探
索
な
ど
で
は
こ
れ
で
は
な
お
心
も
。
と

な
い
ゆ
え
、
種
々
の
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
な
ど
を
適
用
し
て
比
較
す

　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
ゲ
ー
テ
書
簡
、
シ
ラ
ー
書

424



（13）　ゲーテ・シラー往復書簡集の文体論的特性（三）

簡
と
い
う
判
断
基
準
が
あ
る
の
で
、
線
形
半
別
関
数
に
よ
る
判
別

を
行
い
、
主
成
分
分
析
の
結
果
を
補
う
、
す
な
わ
ち
相
補
的
効
果

の
可
能
性
を
さ
ぐ
る
試
み
を
続
け
る
。

　
前
稿
で
は
一
七
九
四
年
か
ら
九
六
年
ま
で
の
分
割
標
本
を
基
に
、

四
変
数
（
き
g
昌
o
戸
昌
彗
一
…
q
）
の
線
形
判
別
関
数
を
作
成

し
、
九
七
年
の
分
割
標
本
十
三
個
に
当
て
は
め
た
と
こ
ろ
、
二
つ

の
誤
判
別
を
生
じ
た
。
こ
れ
を
新
た
な
九
八
年
分
の
分
割
標
本
十

四
個
に
あ
て
は
め
る
と
、
更
に
三
つ
の
誤
判
別
が
加
わ
っ
た
。
判

別
式
を
作
成
す
る
際
に
使
用
し
た
標
本
を
内
部
標
本
、
そ
れ
以
外

を
外
部
標
本
と
す
る
と
、
後
者
の
場
合
、
内
部
標
本
二
四
個
は
す

べ
て
正
し
く
判
別
し
た
が
、
外
部
標
本
二
七
個
に
つ
い
て
は
五
個

の
誤
判
別
を
生
じ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
判
別
率
が
高
い
か
低
い

か
微
妙
な
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
『
ヘ
ン
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
〕

六
世
』
三
部
作
の
帰
属
を
判
定
す
べ
く
試
作
し
た
判
別
式
に
く
ら

べ
る
と
、
や
や
精
度
が
落
ち
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も

変
数
の
数
は
大
幅
に
削
減
し
て
い
る
が
。
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
（
肥
）

　
判
別
関
数
の
作
成
に
当
っ
て
は
変
数
の
選
択
と
使
用
す
る
標
本

（
内
部
標
本
）
が
結
果
を
左
右
す
る
。
今
回
は
試
み
に
ま
ず
十
個

の
年
次
標
本
を
も
と
に
し
、
主
成
分
分
析
で
第
一
主
成
分
得
点
が

大
き
く
、
か
つ
第
一
、
第
二
主
成
分
得
点
の
符
号
が
一
致
す
る
四

語
（
き
員
罫
頁
三
p
…
α
）
を
取
上
げ
て
み
た
。
結
果
は
内

部
標
本
は
む
ろ
ん
正
し
＜
判
別
す
る
が
、
い
わ
ば
半
内
部
標
本
と

も
い
え
る
分
割
標
本
五
一
個
に
つ
い
て
八
個
の
誤
判
別
を
生
じ
た
。

こ
れ
で
は
前
回
作
成
の
判
別
式
よ
り
精
度
が
落
ち
る
。

　
次
に
、
ほ
ぽ
同
じ
原
理
で
、
分
割
標
本
五
一
個
を
も
と
に
五
語

（
罫
員
旨
ら
9
名
o
巨
；
ま
）
を
変
数
と
し
て
判
別
式
を
作
り
、

試
し
た
と
こ
ろ
年
次
標
本
十
個
こ
そ
正
し
く
判
別
で
き
た
が
、
内

部
標
本
自
身
に
六
個
の
誤
判
別
を
生
じ
た
。
こ
れ
で
は
使
い
物
に

な
ら
な
い
。
い
ま
「
ほ
ぼ
」
同
じ
原
理
と
述
べ
た
の
は
五
語
の
う

ち
一
語
（
…
o
）
だ
け
は
第
一
、
第
二
主
成
分
得
点
の
符
号
が
異

な
る
が
、
な
に
し
ろ
頻
度
が
高
い
語
な
の
で
あ
え
て
付
加
え
た
も

の
で
、
今
度
は
こ
れ
を
外
し
再
度
四
変
数
の
判
別
式
を
作
っ
て
み

た
が
、
結
果
は
更
に
悪
い
も
の
で
あ
う
た
。
そ
の
理
由
は
こ
れ
ら

の
語
の
頻
度
が
相
対
的
に
低
い
こ
と
に
あ
ろ
う
。

　
主
成
分
分
析
を
参
照
し
て
変
数
を
選
ん
だ
結
果
が
芳
し
く
な
い

の
で
、
次
は
単
純
に
五
年
分
の
統
合
標
本
に
お
い
て
ゲ
ー
テ
、
シ

ラ
ー
の
平
均
値
の
差
が
大
き
な
も
の
五
個
（
き
P
彗
o
F
昌
竃
一

邑
o
耳
⊆
邑
）
を
変
数
に
選
び
分
割
標
本
五
一
個
を
も
と
に
判
別

式
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
、
や
は
り
年
次
標
本
は
正
し
く
判
別
す
る

も
の
の
、
分
割
標
本
五
一
の
う
ち
四
個
の
誤
判
別
を
生
ず
る
。
結
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局
前
回
作
成
し
た
判
別
関
数
と
大
差
な
い
、
と
い
う
よ
り
、
こ
ち

ら
の
判
別
は
内
部
標
本
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
変
数
が

一
つ
増
え
た
割
に
は
精
度
は
よ
く
な
っ
て
い
な
い
、
と
い
え
る
か

も
し
れ
な
い
。

　
そ
こ
で
思
い
切
っ
て
前
回
同
様
、
一
七
九
四
年
か
ら
九
六
年
ま

で
の
分
割
標
本
二
四
個
を
も
と
に
し
て
判
別
式
を
作
る
こ
と
に
し
、

但
し
変
数
を
九
個
に
増
や
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
選
択
原
理
は

総
平
均
の
差
が
一
以
上
の
も
の
と
い
う
単
純
な
も
の
で
、
前
回
の

四
個
（
き
貸
彗
o
戸
冒
竃
一
仁
邑
）
に
対
し
て
、
五
個
（
巨
g

邑
9
戸
目
目
員
箏
…
二
8
葦
）
が
加
わ
っ
た
。
次
式
が
得
ら
れ
た

判
別
式
で
あ
る
。

　
N
1
－
1
o
あ
雪
（
與
σ
胃
）
－
o
．
S
蜆
（
凹
⊆
o
7
）
－
o
l
雪
o
（
三
彗
）

　
　
　
十
－
1
o
2
（
昌
與
目
）
十
〇
6
雷
（
三
〇
葦
）
十
9
o
o
富
（
自
自
目
）

　
　
　
－
o
－
N
冒
（
コ
⊆
『
）
十
H
．
↓
竃
（
篶
o
；
）
十
〇
．
2
ω
（
⊆
コ
o
）

　
　
　
1
冨
．
塞
蜆

こ
れ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ー
タ
を
当
て
は
め
て
判
別
得
点
を
計
算
し

て
み
る
と
、
年
次
標
本
や
内
部
標
本
は
す
べ
て
正
し
く
判
別
さ
れ

る
が
、
外
部
標
本
と
し
て
の
九
七
、
八
年
の
分
割
標
本
二
七
個
の

う
ち
四
つ
の
誤
判
別
が
生
じ
た
。
つ
ま
り
変
数
が
五
個
増
え
た
割

り
に
、
誤
判
別
率
は
二
七
分
の
五
か
ら
二
七
分
の
四
に
滅
っ
た
に

す
ぎ
な
い
。
こ
れ
だ
け
を
み
れ
ぱ
判
別
分
析
は
徒
労
に
類
す
る
と

も
い
え
な
く
は
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
今
回
試
み
た
判
別
分
析

の
試
み
に
お
い
て
、
主
成
分
分
析
で
は
境
界
に
接
し
て
い
た
G
九

五
・
二
は
上
記
い
ず
れ
の
判
別
で
も
ゲ
ー
テ
方
に
判
定
さ
れ
た
。

G
九
六
・
一
、
G
九
六
・
六
、
G
一
七
九
四
も
同
様
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
シ
ラ
ー
方
で
境
界
に
近
い
標
本
は
判
別
式
に
よ
り
判

定
に
変
動
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
主
成
分
分
析
の
布
置
図
に
お
い

て
境
界
域
に
位
置
す
る
標
本
の
う
ち
、
何
種
か
の
判
別
関
数
に
よ

る
判
別
得
点
が
一
貫
し
て
一
定
の
判
別
結
果
を
え
た
も
の
は
、
ほ

ぼ
間
違
え
な
く
帰
属
を
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

逆
に
判
別
式
一
本
で
断
定
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
の
意
味
で
作
者
半
別
問
題
に
お
け
る
主
成
分
分
析
と
判
別
分
析

の
相
補
的
機
能
が
、
文
体
分
析
の
対
象
と
し
て
は
相
当
厄
介
な
ゲ

ー
テ
・
シ
ラ
ー
往
復
書
簡
の
分
析
を
通
じ
て
あ
る
程
度
立
証
さ
れ

た
と
い
う
二
と
が
で
き
よ
う
。

五
　
中
仕
切
り

　
ゲ
ー
テ
は
そ
の
八
二
年
余
り
の
生
涯
に
、
残
さ
れ
て
い
る
も
の

だ
け
で
も
一
万
四
千
通
以
上
の
手
紙
を
書
き
二
万
通
以
上
を
受
け
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（
1
3
）

取
っ
た
と
い
う
。
そ
の
う
ち
シ
ラ
ー
と
の
交
信
は
双
方
約
五
百
通

前
後
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ゲ
ー
テ
自
身
の
手
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ

刊
行
さ
れ
た
。
我
々
が
分
析
し
た
の
は
数
に
す
れ
ば
そ
の
半
分
に

も
満
た
な
い
。
し
か
し
こ
の
五
年
間
は
二
個
の
稀
有
な
精
神
に
と

っ
て
最
も
刺
激
に
富
む
充
実
し
た
交
友
の
歳
月
で
あ
っ
た
。
望
ま

れ
て
勤
め
た
十
余
年
の
公
務
を
突
如
放
鰯
し
二
年
近
く
の
イ
タ
リ

ア
旅
行
か
ら
帰
還
し
た
ゲ
ー
テ
が
ワ
イ
マ
ー
ル
で
ま
ず
出
遭
っ
た

の
が
人
生
の
伴
侶
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ネ
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
革
命

の
余
波
が
渦
巻
く
中
で
再
び
現
世
実
務
に
と
ら
わ
れ
か
け
た
ゲ
ー

テ
の
精
神
的
飢
餓
を
癒
し
創
造
の
世
界
に
誘
っ
た
の
は
シ
ラ
ー
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

の
出
会
い
と
い
う
「
幸
運
な
出
来
事
」
で
あ
づ
た
。

　
ゲ
ー
テ
は
シ
ラ
ー
を
通
じ
て
カ
ン
ト
哲
学
に
一
定
の
理
解
を
育

み
、
『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
タ
ー
の
修
行
時
代
』
を
完
成
し
、

再
び
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
に
取
り
組
む
精
神
的
活
力
を
得
た
。
一
方
一

シ
ラ
ー
は
宿
痢
や
経
済
的
不
遇
と
闘
い
な
が
ら
ゲ
ー
テ
の
協
力
を

得
て
、
『
ホ
ー
レ
ン
』
『
美
神
年
鑑
（
ム
ー
ゼ
ン
・
ア
ル
マ
ナ
ハ
）
』

を
充
実
さ
せ
、
美
学
哲
学
論
文
を
彫
琢
し
、
『
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
』
三
部
作
，
の
完
成
と
舞
台
上
演
に
情
熱
を
傾
け
た
。
二
人
の

合
作
『
ク
セ
ニ
エ
ン
』
や
バ
ラ
ー
ド
の
競
作
も
こ
の
五
年
問
の
遺

産
で
あ
る
。
あ
り
ふ
れ
た
言
い
方
を
あ
え
て
踏
襲
す
れ
ば
、
時
は

ま
さ
に
ド
イ
ツ
古
典
主
義
文
学
の
黄
金
時
代
で
あ
っ
た
。

　
目
を
転
ず
れ
ぱ
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
一
七
九
一
年
の
ミ
ラ
ボ
ー

の
死
以
来
、
混
迷
と
先
鋭
化
の
度
合
い
を
強
め
て
、
一
七
九
四
年

四
月
に
ダ
ン
ト
ン
が
処
刑
さ
れ
る
と
恩
え
ば
、
七
月
末
（
テ
ル
ミ

ド
ー
ル
九
日
）
に
は
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
も
断
頭
台
の
露
と
消
え
、

エ
ジ
プ
ト
、
イ
タ
リ
ア
で
実
力
を
た
く
わ
え
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
一

七
九
九
年
十
一
月
（
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
十
八
日
）
に
遂
に
独
裁
の
礎

を
築
く
。
ゲ
ー
テ
が
一
七
九
七
年
に
三
度
目
の
イ
タ
リ
ア
旅
行
の

計
画
を
断
念
す
る
の
は
か
か
る
国
際
惰
勢
の
為
で
あ
り
、
そ
の
代

わ
り
に
ゴ
ッ
タ
ル
ト
峠
を
目
指
し
た
ス
イ
ス
旅
行
で
、
ゲ
ー
テ
は

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
テ
ル
の
歴
史
伝
説
を
知
り
、
病
弱
の
為
ほ
と
ん

ど
自
宅
を
離
れ
ら
れ
な
い
シ
ラ
ー
に
こ
れ
を
具
に
伝
え
る
。
そ
こ

か
ら
や
が
て
自
由
独
立
を
希
求
す
る
シ
ラ
ー
最
後
の
戯
曲
『
ヴ
ィ

　
　
　
　
　
（
1
5
）

ル
ヘ
ル
ム
ニ
ア
ル
』
が
生
ま
れ
る
の
も
、
二
人
の
間
に
互
い
の
天

分
に
対
す
る
敬
意
と
信
頼
が
あ
っ
た
れ
ぱ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ち

な
み
に
『
群
盗
』
の
作
者
シ
ラ
ー
（
5
ω
一
①
…
O
≡
雪
）
に
対
し

て
パ
リ
の
立
憲
議
会
は
一
七
九
二
年
八
月
二
六
日
に
、
十
七
名
の

諸
外
国
人
と
共
に
「
フ
ラ
ン
ス
公
民
権
」
を
一
方
的
に
授
与
し
た

が
、
そ
の
証
書
（
島
ω
守
竃
N
0
9
尿
9
⑦
－
焉
『
O
q
①
二
】
亘
O
ヨ
）

は
遅
れ
遅
れ
て
一
七
九
八
年
三
月
一
目
に
シ
ラ
ー
の
手
元
に
着
い
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た
こ
と
も
、
翌
目
付
け
の
ゲ
ー
テ
宛
て
書
簡
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。

一
方
、
ゲ
ー
テ
は
一
八
○
八
年
十
月
二
日
、
エ
ァ
フ
ル
ト
で
ナ
ポ

レ
オ
ン
に
謁
見
す
る
が
、
「
あ
な
た
は
人
間
だ
」
と
い
う
有
名
な

こ
と
ば
の
あ
と
、
何
度
も
読
み
返
し
た
と
い
う
『
若
き
ウ
ェ
ル
テ

ル
の
悩
み
』
に
談
は
及
び
存
外
的
確
な
質
問
な
ど
が
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
革
命
時
代
、
皇
帝
時
代
の
違
い
は
あ
れ
、
と
も

に
築
い
た
ワ
イ
マ
ー
ル
古
典
時
代
で
は
な
ぐ
、
過
去
の
も
の
と
み

な
し
た
疾
風
怒
濤
時
代
の
作
品
が
二
人
の
代
表
作
と
し
て
隣
国
に

も
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
、
時
代
に
も
て
は
や
さ
れ
つ
つ
孤
高
の

存
在
で
あ
っ
た
も
の
の
歴
史
的
皮
肉
を
感
ず
る
。
そ
の
意
味
で
は

こ
の
往
復
書
簡
は
知
己
を
見
出
し
た
喜
ぴ
が
充
溢
す
る
記
録
で
あ

り
、
力
量
あ
い
接
す
る
者
の
創
造
的
格
闘
の
喜
ぴ
の
記
録
で
も
あ

ろ
う
。
二
世
紀
を
経
て
、
か
か
る
精
神
の
記
録
を
単
な
る
数
量
に

置
き
換
え
分
析
の
対
象
と
し
た
こ
と
に
罪
な
か
ら
ん
こ
と
を
祈
り

つ
つ
、
ひ
と
ま
ず
方
法
論
的
検
証
の
中
仕
切
り
と
す
る
。

（
1
）
　
『
一
橋
論
叢
』
第
二
＝
一
巻
第
三
号
、
頁
一
－
ニ
ハ
。

（
2
）
　
デ
ー
タ
数
が
多
い
場
合
、
あ
る
い
は
分
布
が
互
い
に
か
な
り
異

　
な
る
場
合
、
文
章
長
の
カ
イ
ニ
乗
一
様
性
検
定
の
結
果
が
有
意
と
な

　
り
、
判
別
に
役
立
つ
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ぱ
『
キ
リ
ス
ト
に
倣
い

　
て
』
の
文
章
長
分
布
と
著
者
候
補
と
目
さ
れ
る
ケ
ン
ピ
ス
と
ジ
ェ
ル

　
ソ
ン
の
文
章
長
分
布
に
つ
い
て
、
ユ
ー
ル
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
一

様
性
検
定
を
行
う
と
、
ケ
ン
ピ
ス
は
帰
無
仮
説
保
留
、
ジ
ェ
ル
ソ
ン

　
は
仮
説
棄
却
と
な
る
。
こ
れ
は
「
ユ
ー
ル
の
特
性
値
」
を
根
拠
に
彼

　
が
下
し
た
結
論
に
等
し
い
。

（
3
）
二
橋
論
叢
』
第
二
二
一
巻
第
三
号
の
三
六
四
（
一
四
）
頁
に

　
あ
る
図
三
、
お
よ
び
そ
の
下
の
主
成
分
得
点
表
は
、
通
常
の
主
成
分

　
得
点
と
は
異
な
る
値
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
S
P
S
S
の
因
子
分

　
析
プ
ロ
シ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る
成
分
行
列
に
千
分
率
デ
ー
タ
を
乗
じ
た

　
値
で
、
こ
の
成
分
行
列
は
通
常
の
方
法
、
す
な
わ
ち
相
関
係
数
行
列

　
の
第
一
固
有
値
に
対
応
す
る
第
一
固
有
ヴ
ェ
ク
ト
ル
に
マ
イ
ナ
ス

　
ニ
・
八
二
九
五
四
五
を
乗
じ
、
第
ニ
ヴ
ェ
ク
ト
ル
に
マ
イ
ナ
ス
一
・

　
二
七
八
を
乗
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
こ
れ
に
対
し
て
通
常
の
手
順
、
す
な
わ
ち
千
分
率
デ
ー
タ
を
基
準

　
化
し
た
Z
ス
コ
ア
行
列
と
、
相
関
行
列
よ
り
得
ら
れ
る
固
有
ヴ
ェ
ク

　
ト
ル
の
積
に
よ
る
各
群
の
布
置
図
で
は
、
y
軸
を
は
さ
ん
で
シ
ラ
ー

　
が
プ
ラ
ス
側
、
ゲ
ー
テ
が
マ
イ
ナ
ス
側
に
分
か
れ
た
形
を
と
る
。
ま

　
た
、
こ
の
・
（
通
常
の
）
布
超
図
と
、
Z
ス
コ
ア
と
因
子
得
点
の
横
に

　
基
づ
く
布
置
図
は
、
丁
度
百
八
○
度
回
転
し
た
形
と
な
っ
た
。

（
4
）
　
両
者
の
文
通
は
、
一
七
九
四
年
六
月
に
始
ま
り
、
シ
ラ
ー
の
没

　
年
（
一
八
〇
五
年
五
月
九
目
）
ま
で
続
く
が
、
分
量
的
に
は
そ
の
七

　
〇
％
強
が
一
七
九
八
年
末
ま
で
に
属
す
る
。
二
つ
の
町
の
間
に
は
定

　
期
的
郵
便
馬
車
お
よ
び
特
定
の
配
達
婦
（
巾
〇
一
窒
マ
彗
）
に
よ
る
往

　
来
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

（
5
）
　
ゲ
ー
テ
は
小
な
り
と
い
え
ど
も
ワ
イ
マ
ー
ル
公
国
の
台
閣
に
列

　
す
る
枢
密
顧
間
官
、
十
歳
年
少
の
シ
ラ
ー
は
イ
ェ
ー
ナ
大
学
教
授
で
、
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そ
の
社
会
的
地
位
や
経
済
的
差
異
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
当

　
時
の
文
芸
．
思
想
界
の
風
潮
に
抗
し
て
共
同
で
風
刺
詩
集
成
『
ク
セ

　
ニ
エ
ン
』
を
発
表
し
、
ジ
ャ
ン
ル
論
研
究
か
ら
バ
ラ
ー
ド
を
競
作
し
、

　
ゲ
ー
テ
の
小
説
『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
タ
ー
の
修
行
時
代
』
、

　
シ
ラ
ー
の
戯
曲
『
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
の
完
成
に
あ
た
っ
て
は
、

　
互
い
に
助
言
を
求
め
忌
揮
な
く
意
見
を
交
わ
し
て
、
い
わ
ゆ
る
ド
イ

　
ツ
古
典
主
義
思
想
の
結
晶
化
に
努
め
る
。
そ
の
一
方
、
二
人
の
天
賦

　
の
才
、
気
質
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
シ
ラ
ー
白
身
に
よ

　
る
分
析
が
『
ホ
ゾ
レ
ン
』
掲
載
の
論
文
『
素
朴
文
学
と
有
情
文
学
』

　
と
な
っ
て
世
に
問
わ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

（
6
）
　
ゲ
ー
テ
を
恋
愛
の
名
手
だ
、
な
ど
と
そ
の
様
々
な
恋
愛
体
験
を

　
喋
喋
す
る
俗
説
に
筆
者
は
組
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
ヴ
ァ
イ

　
マ
ー
ル
宮
廷
社
会
の
中
枢
に
あ
り
な
が
ら
、
一
七
八
八
年
七
月
十
一

　
目
の
出
会
い
以
来
、
市
民
身
分
の
（
す
な
わ
ち
賛
族
社
会
か
ら
は
暗

　
に
排
斥
さ
れ
る
負
い
目
を
も
つ
）
娘
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ネ
と
生
活
を

　
営
み
続
け
た
一
種
独
自
の
世
界
観
と
持
統
す
る
意
志
に
人
聞
的
興
味

　
を
覚
え
る
。
ゲ
ー
テ
が
教
会
の
祝
福
を
受
け
て
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ネ

　
と
当
時
と
し
て
正
式
の
結
婚
を
す
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
軍
が
ヴ
ァ
イ

　
マ
ー
ル
に
進
駐
し
、
あ
わ
や
の
危
機
に
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ネ
が
敢
然

　
と
立
ち
向
か
っ
た
と
い
う
一
八
〇
六
年
十
月
の
こ
と
で
あ
る
。
（
o
「

　
、
唖
「
↓
戸
事
・
峯
・
一
〇
〇
〇
叶
巨
①
伽
O
す
ユ
ω
ご
凹
目
ρ
H
≦
一
』
①
目
o
了
①
目
－
o
o
o
o
）

（
7
）
　
移
動
平
均
の
計
算
等
は
い
つ
も
の
よ
う
に
A
W
K
を
用
い
、
結

　
果
の
図
示
に
は
S
P
S
S
を
利
用
し
た
。
移
動
平
均
を
使
う
ヒ
ン
ト

　
は
、
鈴
木
義
一
郎
『
惰
報
量
基
準
に
よ
る
統
計
解
析
入
門
』
（
東
京
、

　
一
九
九
五
）
か
ら
得
た
が
、
文
章
長
を
時
系
列
グ
ラ
フ
に
し
、
一
般

　
に
文
学
研
究
に
応
用
す
る
試
み
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
よ
う
に

　
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
本
来
、
小
説
（
特
に
短
編
小
説
）
な
ど
の
分
析

　
に
応
用
す
れ
ば
、
時
に
面
白
い
観
察
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
偶

　
然
カ
フ
カ
の
『
変
身
』
に
適
用
し
て
み
て
、
そ
の
応
用
可
能
性
に
気

　
づ
い
た
竈

（
8
）
　
二
十
語
の
中
に
は
厳
密
に
い
え
ぱ
不
変
化
詞
で
は
な
い
不
定
人

　
称
代
名
詞
昌
彗
も
合
ま
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
昌
彗
は
北
ド
イ

　
ツ
の
口
語
で
は
不
変
化
詞
と
し
て
も
出
現
す
る
が
。
（
岩
崎
英
二
郎

　
編
、
ド
イ
ツ
語
副
詞
辞
典
、
東
京
、
一
九
九
八
）

（
9
）
　
行
列
の
計
算
は
ζ
呉
烹
冒
豊
S
で
行
い
、
図
は
S
P
S
S
で

　
描
い
た
も
の
を
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
付
属
の
ペ
イ
ン
ト
に
コ
ピ
ー
し
て
修

　
正
し
た
。
ま
た
表
三
は
エ
ク
セ
ル
で
印
刷
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
貫

　
性
の
な
い
こ
と
甚
だ
し
い
が
、
要
す
る
に
な
る
べ
く
使
い
慣
れ
た
も

　
の
で
す
ま
せ
、
猫
の
目
の
よ
う
に
変
わ
る
新
機
能
・
新
操
作
習
得
の

　
手
間
と
時
間
を
最
小
隈
に
と
ど
め
た
い
人
生
斜
陽
族
の
窮
余
の
策
で

　
あ
る
。

（
1
0
）
　
今
回
は
ク
ラ
ス
タ
ー
か
析
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
わ
け
で
は

　
な
い
が
、
S
P
S
S
の
機
能
を
利
用
し
、
群
平
均
法
に
よ
っ
て
デ
ン

　
ド
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
G
九
五
・
二
、
G
九
六
・

　
一
、
S
九
七
．
五
が
、
特
異
な
ポ
ジ
シ
ヨ
ン
を
占
め
て
い
る
。
年
次

　
標
本
に
つ
い
て
は
、
ゲ
ー
テ
五
標
本
と
シ
ラ
ー
五
標
本
が
き
れ
い
に

　
わ
か
れ
て
樹
状
図
を
形
成
し
た
（
図
八
）
。
．

（
H
）
　
＝
橋
論
叢
』
第
一
一
九
巻
第
三
号
、
頁
一
…
一
九
。

（
1
2
）
　
手
順
は
省
略
す
る
。
こ
こ
で
も
A
W
K
と
く
算
ま
目
呉
一
畠
を

　
も
っ
ぱ
ら
用
い
た
。
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↑一

十

（
旭
）
　
ξ
算
8
＼
｝
巨
o
斥
、
U
凹
ゴ
目
斥
o
＼
O
寡
o
＼
ω
o
プ
ヨ
己
斤
（
二
帽
）
一
〇
〇
①
↓
プ
①

麦
己
巨
争
ま
ま
H
霊
彗
急
目
二
戸
（
卑
；
寝
ミ
奉
9
昌
印
・

　
－
o
o
メ
ω
1
杜
ω
o
鶉
）

（
1
4
）
　
こ
の
こ
と
を
ゲ
ー
テ
は
シ
ラ
ー
没
後
十
二
年
を
経
て
、
『
シ
ラ

　
ー
と
の
最
初
の
知
遇
』
に
お
い
て
回
顧
し
、
当
初
シ
ラ
ー
を
回
避
し

　
て
い
た
こ
と
、
精
神
的
対
極
に
あ
る
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
、
イ
ェ

　
ー
ナ
の
自
然
学
協
会
の
タ
ベ
で
偶
然
出
遭
い
、
植
物
の
変
態
に
つ
い

　
て
論
議
す
る
う
ち
、
思
わ
ぬ
共
感
を
え
た
こ
と
な
ど
を
語
つ
て
い
る
。

　
こ
の
回
想
は
の
ち
に
少
し
筆
を
加
え
て
『
幸
運
な
出
来
事
』
と
改
題

　
さ
れ
た
。

（
1
5
）
　
初
演
は
一
八
〇
四
年
三
月
、
ヴ
ア
イ
マ
ー
ル
宮
廷
劇
場
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
陸
言
語
社
会
研
究
科
教
授
）
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